
 品番 SD10-4WTC・SD10-4WRTC
適応範囲 ●扉質量

◆納まり図◆セット内容 

◆注意事項◆扉彫り込み加工寸法

   施工及び使用上の注意

・ 適応扉質量以下でお使いください。

・ 走行時、異音又は扉の開閉が極端に重くなった場合は、すみやかに新品と交換してください。

・ 各取付けビスは、ゆるみがないようにしっかりと取付けてください。

　 （ビスがゆるんでいると扉が脱落する恐れがあります。）

・ ストッパー付き戸当り（ＳＤ１０－ＣＳＴ）を使用する場合、扉を竪枠に当てるか、扉下部に戸当りを付けてください。

・ ストッパー（ＳＤ１０－ＳＴ）は使用できません。

・ 複車に強い力を与えないでください。

・ 固定ケースは、扉の彫り込みに水平に取付けてください。

左右調整用角穴

－ ドライバーで中心位置を基準にして
左右各２ｍｍの調整が可能

横移動固定ピース

（
扉

上
部
と
レ
ー
ル
の
隙
間
）

（扉左右調整機能付き）

ダイカストのセンター線と樹脂の目印線
で左右の矯正寸法の参考にしてください。

上下建て付け調整ビス

＋ドライバーにて
上下調整が可能

固定ビス

左右各１ｍｍの目安

扉の左右建て付け調整が不要な
場合使用してください。

注意
上下方向

（カバーは最後に取付けてください）

ダイカストセンター線

樹脂左右調整目印線
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①ＳＤ１０調整式複車【複車本体、固定ケース】 ・・・ ２ ヶ

②横移動固定ピース ・・・ ２ ヶ

③カバー (t20)・・・ ２ ヶ

④固定ビス（Ｍ４×４０Ｌ なべ小ねじ） ・・・ ２ ヶ

⑤付属ネジ（呼び径３．５×２５Ｌ なべタッピン） ・・・ ８ 本

*上記部品数量は複車２ヶ分です。

７３

４８

１８ Ｒ９

扉に左図の寸法を参考に扉上部の両端小口に

彫り込み加工をしてください。

※ＳＤ１０－ＣＳＴ使用時は５～８で調整してください。
　（５ｍｍ以下にすると扉とストッパーが当ります。）

* 複車の取付け手順
　 扉の建て付け調整方法は裏面をご覧ください。

DA-19-1●改良のため予告なく商品の仕様を変更する場合があります。
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⑤ 
右左
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：ＳＤ１０‐４ＷＲＴＣ：５０ｋｇ以下／１枚（複車２ヶ吊り当り）
：ＳＤ１０‐４ＷＴＣ　：３０ｋｇ以下／１枚（複車２ヶ吊り当り） ◆参考扉厚：２８ｍｍ以上

ＳＤ１０調整式複車
ＳＤ１０調整式複車（ベアリング入り） 取付け取扱い説明書

上下

右左
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(４) カバーの取付け

 
 

◆ 複車本体をはずす場合◆ 横移動固定ピースをはずす場合◆ 取付けにカバーをはずす場合

カバー

カバー

・ 固定ビスをはずし、扉を少し持ち

　上げながら樹脂ケースの下角穴

　部分にマイナスドライバーを引っ

　掛けて取りはずしてください。

(５) 扉の上下建て付け調整(４) 扉の左右建て付け調整

 
 

 

 
 

             

左
右

(１) 複車の分離

◆取付け手順

タッピンビス

◇左右調整が必要な場合 ◇左右調整が不要な場合 

・ 固定ケースに複車本体を差込んでください。

　その後、固定ビスを軽く締め込んでください。

　（仮止め）

・ 右に回すと扉が上へ

・ 左に回すと扉が下へ

固定ビス 
 

扉の吊り込み扉への固定ケース取付け

固定ビス  

固定ケース  

複車本体  

①マイナスドライバーを角穴に差込み、左右に振ると左右

　 の建て付け調整ができます。

　（この時、固定ビスは仮止めの状態にしてください）

②左右調整後、固定ビスを締め付けてください。

※左右調整を行うと、横移動固定ピースは不要となります。

横移動固定ピース  
＊向きに注意  

樹脂ケース

※タッピンビスは必ず４本取付け 

てください。 

(２) (３)

固定ビス

横移動固定ピースを取付けると

戸車が扉の中心で固定できます。

下
上

左
右

①樹脂ケース中心と複車本体の中心を合わせ、

　 横移動固定ピースを複車本体の上部角穴に

   差し込んでください。

②複車本体を固定ケースに差込み、固定ビスを

　 締め付けてください。

横移動固定ピース取付け方法

上

下

複車本体をレールの中に
入れます。

建て付け調整ビス

・ プラスドライバーで建て付け調整ビスを回してください。

  （固定ビスを絞め付けた状態でも上下調整できます）

横移動固定ピース

・ マイナスドライバーでカバー

　（横移動固定ピース）の下から

　引っ掛け、手前に引いてはずし

　てください。


